
認定第８号

令和元年度旧当尾村財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和元年

度旧当尾村財産区特別会計歳入歳出決算について、別紙のとおり監査委員の意見を付

けて議会の認定に付する。

令和２年８月３１日提出

木津川市長 河井 規子
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京都府　木津川市



決算の概要 １

決算の状況 ２

旧当尾村財産区特別会計決算の状況

１．歳　　　入 ２

２．歳　　　出 ２

主要施策の成果 ３

　　目　　　　　　　次



令和元年度　旧当尾村財産区特別会計　決算の概要

　１．決算規模・決算収支

　　（１）決算規模

　　　　令和元年度の決算規模は、

　　　　　歳入　　2,526千円

　　　　　歳出　　2,222千円

　　（２）決算収支

　　　　＊実質収支

　　　　＊単年度収支

　　　　＊実質単年度収支

　２．歳　入

財政調整基金利子 247千円

財政調整基金繰入金 1,831千円

　３．歳　出

財政調整基金積立金 247千円

自治振興補助金 1,331千円

（前年度　4,834千円）

（前年度　4,410千円）

             となり、決算規模の前年度比較は、歳入が△2,308千円、47.7％減、歳出が△2,188
　　 　　　千円、49.6％減とそれぞれ前年度を下回った。

　　　　　　 令和元年度の歳入歳出差引額（形式収支）は、304千円で翌年度に繰越すべき財源
　　　　 はないため、実質収支の額も 304千円となり、前年度より△120千円、28.3％減となった。

　　　　　　今年度の実質収支（304千円）から前年度の実質収支（424千円）を差し引いた単年度
　　　　　収支は、△120千円となり、前年度より△41千円、51.9％減となった。

　　　　　　今年度の単年度収支（△120千円）に基金の積立金（247千円）を加え、基金の取り
　　　　　崩し額（1,831千円）を差し引いた実質単年度収支は、△1,704千円となった。

　　　　令和元年度の歳入総額は、2,526千円となり、前年度と比較すると△2,308千円、47.7％減
　　　となった。歳入の概要は、次のとおりである。

　　　　令和元年度の歳出総額は、2,222千円となり、前年度と比較すると△2,188千円、49.6％減
　　　となった。歳出の概要は、次のとおりである。
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旧当尾村財産区特別会計　決算の状況

１．歳　　入
（単位 ： 円、％）

令和元年度決算額　 平成30年度決算額　

① ②

財産収入 270,756 296,782 △ 26,026 △ 8.8

繰入金 1,831,000 4,034,000 △ 2,203,000 △ 54.6

繰越金 424,322 503,177 △ 78,855 △ 15.7

諸収入 0 0 0 0.0

合      計 2,526,078 4,833,959 △ 2,307,881 △ 47.7

２．歳　　出
（単位 ： 円、％）

令和元年度決算額　 平成30年度決算額　

① ②

総務費 890,924 411,637 479,287 116.4

諸支出金 1,331,000 3,998,000 △ 2,667,000 △ 66.7

合      計 2,221,924 4,409,637 △ 2,187,713 △ 49.6

項　　　目 増減　①－② 増減率

項　　　目 増減　①－② 増減率

２



旧当尾村財産区特別会計　主要施策の成果

歳入の概要

１．財産収入 270,756円

土地貸付料 23,635円

財政調整基金利子 247,121円

２．繰入金 1,831,000円

　　財政調整基金から繰り入れがあった。

３．繰越金 424,322円

　　前年度決算に伴う剰余金としての繰越金があった。

歳出の概要

１．総務費 890,924円

　①　管理会費 166,786円

　　　　　財産区管理会の運営費であり、主なものは、管理会委員の報酬（155,000円）である。

　②　財産管理費 724,138円

環境整備工事費 450,000円

財政調整基金利子積立金 247,121円

２．諸支出金 1,331,000円

北下手区（道路維持作業機材保管倉庫設置工事） 138,000円

　　　　　　（道路維持作業機材購入事業） 665,000円

森区（森区公民館備品購入事業） 320,000円

当尾北部区長会（公民館維持管理費） 208,000円

　　財産収入として、次のとおり土地貸付料及び財政調整基金利子の収入があった。

　　　　　財産区の運営経費及び財産管理経費であり、主なものは次のとおりである。

　　　　　地元区への自治振興補助金であり、内訳は次のとおりである。

３


